
第第 2277回回  大大分分県県消消防防操操法法大大会会  

ここのの大大会会にに宇宇佐佐市市をを代代表表ししてて、、第第７７分分団団がが小小型型ポポンン

ププのの部部にに出出場場ししままししたた。。競競技技はは、、小小型型ポポンンププかからら３３

本本ののホホーーススをを素素早早くく延延長長しし、、約約６６００ｍｍ先先ににああるる直直径径

５５００ｃｃｍｍのの標標的的にに放放水水しし、、的的をを落落ととすすままででのの時時間間やや

動動作作のの正正確確ささをを競競ううももののでで第第７７分分団団のの選選手手たたちちはは、、

競競技技直直前前のの突突然然のの雨雨のの中中ででししたたがが日日頃頃のの練練習習のの成成

果果をを存存分分にに発発揮揮しし、、第第７７位位のの好好成成績績をを収収めめままししたた。。  
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  災害が発生しやすい場所や状況を日頃から把握し、雨などの状況に注意して、危険を感じたら早めに自主的な避難を心がけてください。 

 

 

 

 

 

 

  

        

地地震震のの発発生生やや豪豪雨雨等等にによよりり、、災災害害がが発発生生すするる場場所所やや状状況況をを日日頃頃かからら把把握握しし、、気気象象状状況況等等にに注注意意ししてて、、不不安安やや危危険険をを感感じじ

たたらら早早めめにに自自主主的的なな避避難難をを心心ががけけててくくだだささいい。。  ままたた、、日日頃頃かからら、、ああななたたのの家家かからら避避難難所所ままででのの経経路路やや家家族族のの連連絡絡先先をを

確確認認ししてて、、いいざざとといいうう時時にに適適切切なな避避難難行行動動ががととれれるるよよううにに、、確確認認ししてておおききままししょょうう！！                

※※市市役役所所ののホホーームムペペーージジ→→防防災災・・防防犯犯・・危危機機管管理理→→各各種種防防災災情情報報へへののリリンンクク→→九九州州電電力力停停電電情情報報、、気気象象庁庁、、大大分分県県雨雨量量水水位位情情報報、、土土砂砂災災害害情情報報提提供供へへアアククセセススででききまますす。。  

●●  災災害害時時ににはは、、ああななたたのの家家かからら一一番番近近いい避避難難所所がが使使ええ

なないい事事態態もも考考ええらられれまますす。。近近いい避避難難所所をを２２箇箇所所以以上上確確

認認ししてておおききままししょょうう。。  

●●  ああななたたのの家家かからら避避難難所所ままでで実実際際にに歩歩いいててみみてて、、ももししもも

周周辺辺のの土土地地がが水水にに浸浸かかっったた場場合合、、避避難難経経路路のの周周囲囲にに

側側溝溝、、水水路路やや段段差差ななどど危危険険なな箇箇所所ががなないいかか確確認認ししてて

おおききままししょょうう。。  

●●  家家族族でで避避難難時時のの行行動動ににつついいてて話話しし合合いいををししままししょょうう。。  

●●  普普段段かかららテテレレビビややララジジオオでで雨雨やや台台風風ななどどのの情情報報にに注注

意意をを払払ううよよううににししままししょょうう。。  

●●  不不安安をを感感じじたたらら早早めめのの避避難難ををししままししょょうう。。  

●●  夜夜間間のの避避難難はは大大変変危危険険がが伴伴いいまますすののでで、、ででききるるだだけけ

早早めめのの避避難難ををししままししょょうう。。  

●●  避避難難すするるととききはは一一人人でで行行動動せせずずにに、、近近所所のの人人たたちちとと

声声をを掛掛けけ合合いい一一緒緒にに避避難難ししままししょょうう。。  

●●  避避難難時時のの荷荷物物はは、、貴貴重重品品、、必必要要なな食食料料、、衣衣類類、、日日用用品品

ななどど必必要要最最小小限限ににししままししょょうう。。  

●●  避避難難時時のの荷荷物物はは、、リリュュッッククななどどにに入入れれ、、ででききるるだだけけ両両

手手をを空空けけてておおききままししょょうう。。  

● 歩ける深さは、男性で約７０センチ 

         女性で約５０センチ 

● 水深が腰まであるようなら無理は禁物。高所で救助を待ちま

しょう。 

● はきものは、裸足、長靴は禁物。ひもで締められる運動靴が

よい。 

● お年寄りや身体の不自由な人は背負う。 

● 幼児は浮き袋、乳児はベビーバスを利用するなどして安全を

確保し、避難させる。 

● 水面下の障害物や凹凸が分からないので、長い棒などを杖代

わりにして安全を確認しながら歩くこと。 

● はぐれないようにお互いの体をロープで結んで避難を。 

● 特に、子供から目を離さない。 

   


